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平成 21 年度前期の実施報告の詳細:

本研究課題では 格子ゲージ理論を用いたグラフェン系の相構造の解明を目的としている。

グラフェン系ではフェルミ速度が光速の1/300の2フレーバーディラックフェルミオンが存在する。これと同じ連続極限をもつ2+1次元のスタガードフェルミオンと3+1次元のU(1)ゲージ場の結合した格子ゲージ理論のシミュレーションをおこなう。ただし、時間のリスケーリングを行って2+1次元を等方格子、逆に3+1次元のU(1)ゲージ場に非等方性を持たせる。

格子サイズは20３x20で、物理的なゲージ結合定数β=0.1-0.8、フェルミ速度R　v=0.01-01に対応する非等方格子に対して、質量 m=0.001-0.01について、4000とラジェクトリーのゲージ配置を生成し、カイラル凝縮パラメータの測定とディラック演算子の固有値分布の測定を行った。その結果、betaとmのパラメータ空間で強結合側にカイラル対称性の破れる相があることが分かった。この相転移点はフェルミ速度を小さくするに従って、弱結合側に動くことも分かった。

今後の課題は、現実のグラフェン系に対応するパラメーター領域がどちらの相に属するかを解明すること。また、相転移温度や、相転移の次数を決定することである。

